
富山県南砺市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

・顧問を担う種目を経験したことのある教員が、市立中・義務教育学校全体の30%程度のため、質の高い専門的な指導が行いにくい状況となっている。
・少子化の影響により、学校規模の縮小化が進んでおり、異年齢との交流の中で、人間関係の構築、生徒自身の自己肯定感を高めるなどの学習指導要領に謳うような
充実した活動が成り立ちにくくなってきている。
・指導者の高齢化により、近い将来、持続可能な指導体制を維持することが困難になることが危惧される。現在、特定の方に頼らざるを得なくなっている。

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
合同部活動の推進に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・合同練習の機会を設け、活動の拠点となる中学校または施設に市内の生徒が集合して、休日の部活動を実施し、他のチームの指導者等から質の高い指導を受けたり、

生徒の人数を確保することで、充実した活動を確保する。

・合同部活動でより質の高い指導が提供できるよう、講習会等を実施する。

・特別指導者謝金・会場使用料・送迎バス（スクールバス）やジャンボタクシー等・指導者保険料を助成する。

・生徒は普段の部活動よりも高い指導を受けられていると感じているとともに、他校の生徒と活動することで新たな刺激を受けて練習に取り組むことができ、充実した活動に

なっていると感じている。

・高校生と合同練習を実施する機会を設けることができた。このことで、より高いレベルでの練習を行うことができた。

・生徒・保護者・顧問が、送迎バス等で移動することを肯定的に捉えている。
●合同部活動の概要（代表例）

（１）参加校：利賀中学校、平中学校、福野中学校、
南砺つばき学舎

（２）種目：バドミントン
（３）１か月あたりの平均的な活動回数：１回程度
（４）顧問の属性：すべての部活動に顧問配置
（５）指導者の主な属性：顧問（教師）

技術指導（部活動指導員、スポーツエキスパート）
（６）主な活動場所：中学校体育館
（７）主な移動手段：市教委がスクールバスを借り上げて送迎
（６）１人あたりの参加会費（年額）：0円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒935円／指導者1,850円
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